
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 1989 年 5 月 8 日第三種郵便物認可  2024 年 3 月 15 日 不屈 No597 付録（毎月 15 日発行） 1989 年 5 月 8 日第三種郵便物認可  2024 年 3 月 15 日 不屈 No597 付録（毎月 15 日発行） (4) 

 

「不屈」No597 付録 

埼玉版 （No425） 

治安維持法犠牲者 

国家賠償要求同盟    

 埼 玉 県 本 部 
〒330-0063 

さいたま市浦和区高砂 

2-3-10 黒澤ビル３B 

電話・Fax 048-824-0094 

      chian2022@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

署名の目標と到達状況  2024 年 2 月末現在 

支部名 個人目標 到達 団体目標 到達 遂行率 

岩槻 ７００ １４５ １５ ５ 2１.0％ 

川越  ５  １  

春日部 ３００ １６５   55.0％ 

ふじみ野 １５０ ４   2.6％ 

行田羽生 ３００ １７３ １０ ３ 56.8％ 

直属 ８,５５０ ２,４４６ ２２５ ３６ 28.2％ 

合計 １０,０００ ２,９３８ ２５０ ４５ 29.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

              
【
個
人
署
名
】  

 
 

   
(

４
１
４
筆) 

内
藤
宗
助 

 
 

 

越
谷
市 

 

15

筆 

望
月 

た
け
し 

 
 

 
 

同 
 

 
 

25
筆 

橋
本
静
修 

 

さ
い
た
ま
市
緑
区 

33
筆 

相
崎
國
太
郎 

同 

南
区 

 
 

14
筆 

鈴
木
宏
子 

 
 

同 
 

 
 

 

２
筆 

小
池
荘
市 

 

同
北
区 

 

15

筆 

大
金
正
三 

 
 

 

同 
 

 
 

15

筆 

木

村

定

平 
 

吉

川

市 
 

５
筆 

新
日
本
婦
人
の
会
埼
玉
県
本
部 

10
筆 

日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会 

 

11
筆 

 
 

同 
 

北
部
地
区
委
員
会 

 
 

20
筆 

 
 

同 

さ
い
た
ま
地
区
委
員
会 

30
筆 

 
 

同 
 

東
部
北
地
区
委
員
会 

30
筆 

 
 

同 
 

東
部
南
地
区
委
員
会 

21
筆 

 
 

同 
 

西
部
地
区
委
員
会 

 

22
筆

国
賠
同
盟 

行
田
・
羽
生
支
部 

４
筆 

 
 

同 
 

 
 

春
日
部
支
部 

 
 

82
筆 

 
 

同 
 

 
 

岩
槻
支
部 

 
 

60

筆 
【
団
体
署
名
】  

 

（
９
団
体
） 

岩
槻
革
新
懇
、
同 

社
会
保
障
を
守
る

会
、
年
金
組
合
岩
槻
支
部
、
全
国
一
般
・

ポ
リ
コ
ー
ル
労
働
組
合
、
行
田
協
立
診
療

所
、
日
本
共
産
党
北
２
支
部
、
同 

越
谷

せ
ん
げ
ん
台
支
部
、
同 
岩
槻
南
支
部
、
同 

埼
玉
ユ
ニ
オ
ン
秩
父
支
部
、 

       

 

 

「
３
・
11
」
と
か「
三
・一
五
」
と 

     
   

書
い
て
も
、
そ
れ
が
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
と
１
９
２
８

年
の
日
本
共
産
党
へ
の
大
弾
圧

が
あ
っ
た
年
月
日
で
あ
る
こ
と

は
承
知
さ
れ
る
こ
と
で
す
。 

年 

月
日
の
年
を
省
略
す
る
こ
と
は
誰
か
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
た
事
で
は
な
く
、
日
本
の
歴

史
を
通
し
て
の
大
事
件
と
し
て
記
憶
さ
れ

記
録
さ
れ
る
こ
と
が
自
ず
か
ら
の
約
束
事

だ
か
ら
で
し
ょ
う
▼
三
・
一
五
に
続
い
て
、

翌
年
の
１
９
２
９
年
に
は
四
・
一
六
が
記
録

さ
れ
ま
す
。
同
様
な
表
示
と
し
て
こ
の
時

期
の
年
表
に「
五
・
一
五
」「
二
・
二
六
」
を

目
に
し
ま
す
。
１
９
３
２
年
と
１
９
３
６
年
の

事
件
で
、
軍
部
の
一
部
将
校
等
の
決
起

が
、
軍
部
に
よ
る
政
治
へ
の
介
入
干
渉
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
の
軍
国
主
義
化

を
加
速
さ
せ
ま
し
た
▼
ネ
ッ
ト
で
中
学
生

向
け
の
年
表
を
見
ま
す
と
、
５
・
15
、
２
・

26
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
３
・
15
も
４
・

16
も
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
現
場
に
つ
い
て

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
高
校
受
験
に
は
必

要
な
い
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

現
在

「
新
し
い
戦
前
」
と
も
言
わ
れ
、「
以
前
の
戦

前
・
戦
争
」に
抗
し
た
祖
父
母
世
代
の
体
験

や
意
見
を
子
孫
世
代
に
伝
え
る
取
組
み
、

運
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
、
３
月

15
日
か
ら
４
月
16
日
の
１
ヶ
月
間
に
何
ら

か
の
行
動
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。
（
天
） 

    
 

 
 

 

                  
 

 

 

す
る
な
ど
機
関
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し

た
こ
と
➂
「
連
続
前
進
、
毎
月
二
桁
拡
大
」

な
ど
目
標
を
真
剣
に
討
議
し
、
結
果
に
こ

だ
わ
る
活
動
を
貫
い
て
き
た
こ
と
。
振
返
る

と
41
ヶ
月
連
続
拡
大
、
29
ヶ
月
連
続
前

進
、
27
ヶ
月
最
高
現
勢
更
新
を
続
け
る
県

に
変
化
し
ま
し
た
④
念
願
だ
っ
た「
女
性
の

会
」
が
再
開
さ
れ
、
新
し
い
活
動
家
が
生
ま

れ
、
様
々
な
取
り
組
み
も
始
ま
り
次
々
と

拡
大
の
経
験
を
作
っ
て
い
る
こ
と
⑤
支
部
が

目
標
を
も
っ
て
取
組
み
、
自
ら
決
め
た
目
標

を
達
成
す
る
支
部
に
な
る
取
組
み
を
重
視

し
た
こ
と
。
既
に
目
標
を
達
成
し
た
行
田
・

羽
生
支
部
は
署
名
目
標
を
5
年
連
続
達

成
し
、
会
員
も
創
立
時
の
10
倍
で
す
。 

県
総
会
ま
で
に
支
部
の
倍
加
を 

「
支
部
づ
く
り
」
は
、
埼
玉
に
と
っ
て
最
大

の
弱
点
に
な
っ
て
お
り
、
７
割
を
占
め
る
点

在
会
員
の
活
動
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に

も
焦
眉
の
課
題
で
す
。
そ
の
打
開
に
向
け

特
別
の
力
を
注
ぎ
、
8
月
開
催
の
県
総
会

ま
で
に
5
つ
の
支
部
を
作
る
決
意
で
す
。 

  

目
標
達
成
の
教
訓 

 

埼
玉
同
盟
は
、
今
年
の
秋
、
創
立
50

周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
前
大
会
で「
創
立

記
念
を
三
割
増
の
５
百
人
以
上
の
会
員

で
迎
え
る
」
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
取
組

み
、
早
く
も
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
教
訓
は
、
①
機
関
（
常
任
理
事

会
）
が
同
盟
運
動
の
今
日
的
役
割
を
学

習
し
、「
千
代
子
映
画
」
上
映
運
動
な
ど

と
結
合
し
て「
埼
玉
５
百
人
会
員
実
現
」

の
政
治
的
団
結
を
固
め
、
そ
し
て
常
任
理

事
15
名
中
13
名
が
成
果
を
上
げ
る
な

ど
幹
部
が
先
頭
に
立
っ
て
取
組
ん
だ
こ
と

➁
「
特
別
期
間
の
設
定
」
、「
地
方
議
員
へ

の
入
会
お
薦
め
作
戦
」な
ど
県
本
部
が
具

体
的
作
戦
を
提
起
し
、
拡
大
の
経
験
や

進
行
状
況
を
ラ
イ
ン
等
で
知
ら
せ
交
流

す
る
大 

       
 

 
 

       
 

 
    

 
 

    
 

 
   

 
 

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

〝
戦
争
体
験
〟
手
記
募
集
！ 

戦
後
79
年
、
戦
争
体
験
を
語
れ

る
方
が
ご
く
僅
か
に
な
る
中
で
〝
二

度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
〟
た
め

に
も
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
不
屈
」
埼
玉
版
に「
戦
争
体
験
を

語
り
継
ぐ
」
欄
を
設
け
、
掲
載
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん

肉
親
な
ど
か
ら
聞
き
取
っ
た
内
容
で

も
結
構
で
す
の
で「
八
百
字
」
程
に
ま

と
め
て
お
寄
せ
下
さ
い
。
（編
集
部
） 

             

〈
国
会
請
願
三
項
目
〉 

①
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る 

悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と 

②
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し 

 

賠
償
を
行
う
こ
と 

③
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態

を
調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と 

 

一
面
で
報
道
し
た
様
に
、
埼
玉
同

盟
は
、
２
月
は
７
名
の
新
会
員
を
迎

え
て
念
願
の
五
百
名
会
員
を
実
現

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力

下
さ
っ
た
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
は
、
６
月
に
第
41
回
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
10
月
に

は「
埼
玉
同
盟
」
創
立
50
周
年
記
念

を
迎
え
ま
す
。
新
し
い
拡
大
目
標
は

８
月
開
催
の
県
本
部
総
会
で
決
め

ま
す
が
、
当
面
は
、
中
央
本
部
が
設

定
し
た
４
月
１
日
か
ら
は
じ
ま
る

「
会
員
拡
大
特
別
期
間
」
に
積
極
的

に
取
組
み
更
な
る
前
進
で
、
新
し
い

峰
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

３
・
15
、
４
・
16
記
念
行
事 

〝
春
を
呼
ぶ
つ
ど
い
〟
の
成
功
を 

・
と
き
：
３
月
23
日
（
土
）
13
時
半
～ 

・
と
こ
ろ
：
埼
玉
会
館 

７
B
会
議
室 

＊
映
画
「
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
の
原

作
者
藤
田
廣
登
さ
ん
が
飯
島
喜
美
に
つ

い
て
語
り
ま
す
。  

 

埼
玉
、
五
百
人
会
員
目
標
達
成

〝
「会
員
拡
大
」情
報 

〟

 
埼
玉
県
同
盟
は
、
２
月
９
日
、
念
願

の
五
百
名
会
員
を
実
現
し
目
標
を
超

過
達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
昨
年

開
か
れ
た
第
40
回
全
国
大
会
以
降
１

３
０
余
名
の
前
進
で
、
全
国
ト
ッ
プ
の
拡

大
数
と
な
り
ま
す
。 

15
日
開
催
さ
れ
た
中
央
常
任
理
事

会
で
、
大
野
辰
男
事
務
局
長
が
「
埼

玉
、
五
百
名
目
標
達
成
の
教
訓
に
つ
い

て
」
発
言
し
全
国
を
激
励
し
ま
し
た
が
、

そ
の
発
言
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

埼
玉
「国
賠
同
盟
」念
願
の
５
百
名
会
員
を
達
成
！ 

支
部
作
り
成
功
さ
せ
更
な
る
前
進
で
創
立
記
念
を
迎
え
よ
う 

大
野
辰
男
事
務
局
長
が
中
央
常
任
理
事
会
で
５
つ
の
教
訓
を
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

熱風

飯島喜美 
（1911～1935） 
     
 

 
「闘争／死」の 
コンパクト（遺品） 

 
 
   

第
２
回 

県
本
部
理
事
会
の
招
集 

日
時
：
４
月
15
日
（月
）
13
時
30
分 

場
所
：
浦
和
黒
澤
ビ
ル
３
階
コ
ラ
ボ 

＊
関
係
者
は
、
万
障
繰
り
合
わ
せ
て 

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

   

 

国
会
請
願
ま
で
２
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。 

各
支
部
は
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
に
取
組

み
を
強
め
ま
し
よ
う
。
ま
た
、
署
名
を
申
し

入
れ
た
団
体
へ
は
声
を
か
け
、
３
月
末
六
千

筆
の
節
目
標
達
成
め
ざ
し
て
活
動
を
強
め

ま
し
ょ
う
。 

中央常任理事会で発

言する大野事務局長 

署
名
合
計 

 
 

（  

２
月
末
現
在
） 

 
 

 
   

個
人
署
名     

２
９
３
８
筆 

 

 
 

 
   

団
体
署
名 

 
 

 
 

 
 

45
筆 

 

国
会
請
願
へ
埼
玉
か
ら
最
高
の
代

表
団
を
送
ろ
う
！ 

団
員
募
集
中 

今
年
は
過
去
最
高
の
20
名
の
代
表
団
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
希
望
者
は
県
本
部

ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
交
通
費
等
は
県

本
部
が
負
担
し
ま
す
。 

 
５
月
15
日
「国
会
請
願
行
動
」の

成
功
め
ざ
し
て
遅
れ
て
い
る
署
名

の
取
組
み
を
強
め
ま
し
ょ
う 

mailto:chian2022@gmail.com
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宮
工
場
設
立
以
前
の
一
八
九
二
（
明
治

二
五
）
年
に
熊
谷
駅
員
に
依
る
県
下
最

初
の
労
働
争
議
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
次
に
記
す
大
宮
工
場
労
働

者
の
鉄
工
組
合
に
依
る
組
合
運
動
と
異

な
り
あ
く
ま
で
自
然
発
生
的
な
運
動
で

し
た
。 

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
一
二
月

一
日
、
〝
近
代
的
労
働
運
動
の
開
幕
期

〟
に
労
働
組
合
期
成
会
の
指
導
に
よ
り

結
成
さ
れ
た「
鉄
工
組
合
」
は
、
わ
が
国

に
お
け
る
最
初
の
近
代
的
労
働
組
合
で

し
た
。
軍
需
工
場
・
大
機
械
工
場
の
労
働

者
を
中
心
に
高
野
房
太
郎
・
片
山
潜
ら

に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
同
組
合
は
、
Ａ
Ｆ

Ｌ
（
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
）
に
み
な
ら
っ

た
労
働
者
の
共
済
・
相
互
扶
助
的
活
動

を
方
針
と
し
た「
純
然
た
る
熟
練
工
の
職

能
別
組
合
」
で
し
た
。
そ
し
て
、
機
関
紙

「
労
働
世
界
」
を
発
行
し
、
各
地
に
演
説

会
を
開
催
、
全
国
的
な
宣
伝
活
動
を
行

い
ま
し
た
。 

こ
の
鉄
工
組
合
の
中
核
と
な
っ
た
の

は
、
東
京
・
小
石
川
砲
兵
工
廠
、
横
浜
造

船
所
等
と
並
ん
で
県
下
の
日
本
鉄
道
株

式
会
社
大
宮
工
場
の
労
働
者
で
し
た
。 

玉 

        

 

の
朝
鮮
人
虐
殺
の
背
景
に
は
当
時
の
日
本
に

あ
っ
た
軍
国
主
義
思
想
を
背
景
と
し
た
朝
鮮

人
蔑
視
が
あ
っ
た
と
報
告
。
軍
国
主
義
を
許

さ
ず
憲
法
を
守
る
た
め
に
声
を
上
げ
て
い
こ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

立
教
大
学
の
浅
井
春
夫
名
誉
教
授
が
講

演
し
、「
罪
も
な
い
多
く
の
一
般
人
が
死
ぬ
の

が
戦
争
の
実
態
。
民
間
人
を
い
か
に
し
て
殺

す
か
が
戦
争
の
本
質
に
な
っ
て
い
る
」
と
指

摘
。
日
本
政
府
は
軍
事
費
に
は
お
金
を
出

す
が
、
少
子
化
対
策
に
は
中
途
半
端
な
お

金
し
か
出
さ
な
い
と
、
子
ど
も
に
無
関
心
な

政
府
の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。 

 

労
働
運
動
の
あ
ゆ
み
と
社
会
主
義

運
動
の
は
じ
ま
り 

 
  

 

自
由
民
権
運
動
に
つ
づ
く
県
民
の

自
由
と
権
利
、
生
活
向
上
を
め
ざ
す

た
た
か
い
は
、
労
働
者
階
級
の
成
長

と
と
も
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
埼
玉

県
に
お
け
る
労
働
運
動
は
、
日
本
に

お
け
る
近
代
的
労
働
運
動
の
発
祥
と

共
に
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。 

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
東
京
・

前
橋
間
の
鉄
道
事
業
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
日
本
鉄
道
株
式
会
社

は
、
九
四
年
一
〇
月
、
県
下
大
宮
町

に
大
宮
工
場
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
県
下
の
産
業
は
、
川
口
（
鋳

物
）
・
秩
父
（
織
物
）
・
行
田
（
足
袋
）
等

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

ア
段
階
の
工
場
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
の

で
、
大
宮
工
場
の
設
立
は
、
県
下
の
近

代
的
工
場
の
先
駆
で
あ
り
、
ま
た
、
千

名
を
越
す
労
働
者
数
は
県
下
の
全
労

働
者
数
四
四
〇
九
名
（
明
治
三
〇

年
）
の
四
分
の
一
を
占
め
、
県
下
で
の

地
位
を
際
立
っ
た
も
の
に
し
ま
し
た
。 

県
下
最
初
の
ス
ト
ラ
イ
キ
・
・
・
・
大

治 

ま
た
、
明
治
の
社
会
主
義
の
運
動
は
埼

玉
に
も
も
た
ら
さ
れ
、
一
九
〇
四
（
明
治

三
七
）
年
七
月
、
本
庄
市
で
幸
徳
秋
水
、

木
下
尚
江
、
石
川
三
四
郎
（
本
庄
市
旧
旭

村
出
身
）
ら
に
よ
る
社
会
主
義
演
説
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
で
の
埼
玉
県

内
の「
平
民
新
聞
」
の
読
者
は
一
八
人
で
し

た
。
そ
の
一
人
、
川
越
町
の
印
刷
工
佐
々

木
玉
次
郎
は
、
日
露
非
戦
論
を
説
き
な
が

ら
、
社
会
主
義
伝
道
行
商
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。 

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
大
逆
事
件

が
お
こ
る
と
、
こ
の
事
件
を
さ
か
い
に「
冬

の
時
代
」
と
よ
ば
れ
る
一
時
期
が
や
っ
て
き

ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
中
で
も
埼
玉
の

労
働
者
は
果
敢
に
た
た
か
い
、
同
年
四

月
、
片
山
潜
を
招
い
て
開
い
た
大
宮
町
の

政
談
演
説
会
で
は
、「
幸
徳
秋
水
ら
の
陰

謀
事
件
を
起
こ
し
た
桂
太
郎
首
相
は
、
責

任
を
取
り
引
退
せ
よ
」
と
政
府
を
攻
撃
し

ま
す
。
こ
の「
冬
の
時
代
」
に
埼
玉
で
は
、

「
埼
玉
売
文
社
」
を
つ
く
っ
た
岸
上
克
己

（
浦
和
）
、
雑
誌『
微
光
』
を
出
版
し
て
同
志

に
呼
び
か
け
た
臼
倉
甲
子
造
（
大
宮
）
、
堺

利
彦
の
売
文
社
に
入
社
し
、
社
会
主
義
の

火
を
燃
や
し
続
け
よ
う
と
し
た
田
島
梅
子

（小
鹿
野
）
ら
が
、
社
会
の
不
合
理
に
対
し

て
た
た
か
い
を
つ
づ
け
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
次
号
へ続
く
） 

 

 

          

  
   
    
    
   
    
   
  

 

    
   

 

 

 

 

 

 

 

声
の
下
、
出
産
の
道
具
と
化
し
ま
し
た
。
山
宣
は
、
B

C
と
女

性
の
権
利
の
運
動
の
先
駆
け
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
１
９
２
９
（
昭

和
４
年
）
年
３
月
５
日
、
山
宣
は
、
最
高
刑
死
刑
と
い
う
治
安
維

持
法
改
悪
案
に
反
対
し
ま
し
た
が
演
説
の
機
会
は
与
え
ら
れ

ず
、
定
宿
・
光
榮
館
に
帰
宿
。
夕
食
中
に
訪
ね
て
き
た
右
翼
に
斬

殺
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
神
田
に
は
、
清
か
ら
の
留
学
生
や
亡
命

者
が
多
く
い
て
、
孫
文
や
周
恩
来
な
ど
も
日
本
語
学
習
を
し
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
の
記
念
碑
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
宣
が
斬
殺

さ
れ
た
光
榮
館
跡
地
に
は
、
千
代
田
区
の「
ま
ち
の
記
憶
」
プ
レ

ー
ト
が
建
て
ら
れ
山
宣
の
業
績
が
顕
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
設
費

１
６
０
万
円
は
区
費
。
い
ま
私
は
、
墨
田
の
仲
間
に
国
賠
署
名
を

広
め
、
春
日
部
で
加
盟
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

          

墨
田
区
の
小
学
校
で
長
く
教
師
を
し
て
き
た
の
で
、
退
職

後
は
仲
間
た
ち
と
退
職
者
の
会
を
つ
く
っ
て
12
年
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
昨
年
10
月
、
仲
間
13
人
で
山
宣
の
事
績
を

辿
る
神
田
ウ
オ
ー
ク
を
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
は
、
埼
玉
の
同

盟
員
で
も
あ
る
東
京
山
宣
会
々
長
の
永
島
民
男
さ
ん
で

す
。
永
島
さ
ん
作
成
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
名
は「
唯
生
唯
戦
」
、

山
宣
の
造
語
で「
ひ
た
す
ら
生
き
ひ
た
す
ら
戦
う
」
と
い
う

意
味
で
す
。
百
ペ
ー
ジ
な
が
ら
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
で
す
。 

山
宣
こ
と
山
本
宣
治
は
、
昭
和
初
期
、
生
物
学
者
と
し

て
女
性
の
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
B

C
、
出
産
調
節
）
を
広

め
ま
し
た
。
絶
対
主
義
的
天
皇
制
の
下
、
軍
国
主
義
と
侵

略
戦
争
が
進
め
ら
れ
、
女
性
は
、
産
め
よ
増
や
せ
よ
と
い
う

掛
け
声
の 

暗
黒
時
代 
治
安
維
持
法
反
対
を
貫
い
た 

山
宣
か
ら
学
ぶ 

春
日
部
支
部 

 
 

 
 

細
谷 

宣
朗 

 
 

   

 

春
日
部
支
部 

    

埼
玉
映
画
文
化
協
会 

 
 

 
 

舟
橋 

一

良 
 

 
 
 

 

   

今
年
１
月
末
、
群
馬
県
立
公
園
・
群
馬
の

森
に
設
置
さ
れ
て
い
た
〝
朝
鮮
人
追
悼
碑
〟

が
、
県
に
よ
っ
て
撤
去
・破
壊
さ
れ
ま
し
た
。 

「
記
憶 

反
省 

そ
し
て
友
好
」
と
書
か
れ

た
追
悼
碑
は
、
群
馬
県
議
会
と
の
合
意
を
経

て
市
民
団
体
が
２
０
０
４
年
に
設
置
し
た
も
の

で
、
戦
前
日
本
が
朝
鮮
半
島
を
植
民
地
支
配

し
、
多
く
の
朝
鮮
人
が「
政
府
の
労
務
動
員
計

画
」に
よ
っ
て
全
国
の
鉱
山
や
軍
需
工
場
に
動

員
さ
れ
少
な
く
な
い
人
が
亡
く
な
っ
た
歴
史

の
事
実
を
深
く
記
憶
に
と
ど
め
、
心
か
ら
反

省
し
、
二
度
と
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
と
表

明
し
て
い
た
も
の
で
す
。 

 

撤
去
に
至
る
経
過
は
、
県
が
碑
の
前
で
開
か

れ
て
い
た
追
悼
集
会
で
、
出
席
者
か
ら「
強
制

連
行
」
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
と
し「
政
治
的

行
事
及
び
管
理
を
禁
じ
た
公
園
使
用
許
可
の

条
件
に
違
反
す
る
」
と
い
う
理
由
で
更
新
を

拒
否
し
、
裁
判
が
争
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
22

年
６
月
に
最
高
裁
で
高
裁
判
決
（
県
の
主
張

を
全
面
的
に
認
め
、
守
る
会
の
請
求
を
棄

却
）
が
確
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
年
半
、

市
民
団
体
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
の
抗
議
を

押
し
切
る
形
で
、
群
馬
県
は
行
政
代
執
行
法

に
基
づ
き
、
碑
の
撤
去
を
強
行
し
た
も
の
で

す
。
歴
史
の
真
実
を
学
び
、
顕
彰
し
、
継
承

す
る「
国
賠
同
盟
」
と
し
て
は
、
黙
過
で
き
な

い
問
題
と
し
て
県
に
強
く
抗
議
し
た
い
。
（池
） 

 

               

   

 

「
『
建
国
記
念
の
日
』
不
承
認 

軍
国
主
義
思

想
の
復
活
に
反
対
し
、
思
想
と
信
教
の
自
由
を

守
る
２
・
11
埼
玉
県
民
集
会
」
が
２
月
11
日
、

さ
い
た
ま
市
で
開
か
れ
１
０
３
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は「
改
憲
を
め
ぐ
る
闘
い
に
勝
利

し
、
憲
法
を
生
か
す
社
会
を
国
民
的
な
共
同
で

つ
く
り
出
そ
う
」
と
し
た
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
て

浦
和
駅
西
口
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。 

埼
玉
県
歴
史
教
育
者
協
議
会
の
岩
田
彦
太

郎
事
務
局
長
が
基
調
報
告
し
、
関
東
大
震
災
で

の  

私も 
一言 

 

短  

歌 

誕
生
日
祝
っ
て
く
れ
る
梅
四
厘 

真
冬
の
育
児
亡
き
母
偲
ぶ 

春
日
部
市 

  

細
谷 

宣
朗 

 

不
当
に
も
祖
国
追
わ
れ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人 

難
民
の
苦
痛
を
今
日
も
想
い
い
る 

宇
都
宮
市 

 

宮
地 

さ
か
枝 

俳  

句 

四
季
咲
き
の
バ
ラ
美
し
く
や
雪
の
朝 

春
日
部
市 

 

浅
子 

薫
衣 

春
光
る
術
後
に
優
し
い
サ
ン
グ
ラ
ス 

行
田
市 

  

大
野 

辰
男 

啄
木
忌
握
れ
ば
若
き
拳 

さ
い
た
ま
市   

小
池  

荘
市 

盆
梅
の
花
一
輪
に
春
想
い 

行
田
市 

  
 

鈴
木 

み
ち 

 

川 

柳 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
け
ぬ
が
募
金
能
登
地
震 

森
伐
っ
て
東
京
砂
漠
に
す
る
都
知
事 

 
 

 
 

 
 

春
日
部
市 

  

福
家 

駿
吉 

 

         

      

      
 

埼
玉
県
の
戦
前
に
お
け
る 

 
 

 

「
社
会
進
歩
の
た
た
か
い
と
抵
抗
の
歴
史
」 

 

連 載 

第７回 

 

「
建
国
記
念
の
日
」 

２
・
11
埼
玉 

県
民
集
会
に
１
０
３
人
が
参
加 

   
   
    
   
    
   

 

時の 
話題 

群
馬
・朝
鮮
人
追
悼
碑

撤
去
に
強
く
抗
議
す
る 




